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 培養した神経回路網によって構成されたネットワークにおける情報処理には，自己組織的に生じ
るネットワークダイナミクスが重要であり，その生成原理を解明するためには，情報処理単位であ
る神経細胞の相互作用を解析する必要がある． 
 本研究では細胞外電位多点計測システムを用い，培養した海馬神経回路網の電気活動パターンを
計測し，ネットワークダイナミクスを解析した．30 分間の自発活動と 60 s 毎に印加した電流刺激
に対する誘発応答に対して PCA による次元縮約，KKZ 前処理を行い，X-means 法によるクラスタリ
ングを適用した．神経活動の時空間パターンの類似度をもとにクラスタリングを行い，類似したパ
ターンが繰り返し生成される過程を解析して，神経回路網の状態の安定性，周期性を解析した．具
体的には，自発活動についてはクラスタ数の変動，誘発応答については刺激直後に現れるクラスタ
の出現のタイミングに着目した．培養 14 日目と 63 日目の神経回路網の自発活動について，クラス
タリング幅を 40 s，80 s，120 s，160 s，200 s に設定して得られる適切なクラスタ数を推定するとど
ちらの神経回路網も 30 分間でクラスタ数は安定しており，大きな変動は見られなかった．さらに，
クラスタリング幅の増加に伴い,検出されたクラスタ数も増加した．しかし，培養 14 日目の比較的
短期間培養した神経回路網はクラスタリング幅が 150 s ～ 200 s 付近でクラスタ数の増加率が減少
した．また，神経回路網の自発活動はランダムなものではなく，ある一定の周期が存在することが
示唆された．これらの結果は，神経回路網の自発活動パターンには一定のレパートリーが存在し，
これが繰り返し出現していることを示唆している．また，誘発応答について解析を行った結果，刺
激直後には非常に限られた数パターンのみ発現し，それらのパターンは刺激直後以外の計測期間に
も繰り返し発現していた．この結果から，誘発応答は自発活動と全く異なるものではなく，自発活
動がいくつかの状態を持つと考えるならば，この状態のうち特定のものが電流刺激により誘発され
ている可能性が示唆された． 
